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令和５年１２月６日１５時３０分
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和 歌 山 河 川 国 道 事 務 所

し げ み

ひろゆき

京奈和自動車道 紀の川IC（出入口）において、路面変状により１２月５日より

通行止めを実施しておりますが、本日、道路防災ドクターによる現地調査・診断を

実施しましたので、その結果についてお知らせします。

け い な わ

■管内の状況について

□道路情報提供システム ＜http://road.kkr.mlit.go.jp/rodo/＞

□和歌山河川国道事務所X（旧Twitter） ＜https://twitter.com/Mlit_Wakayama＞

□和歌山河川国道事務所ホームページ ＜https://www.kkr.mlit.go.jp/wakayama/＞

き の か わ

～道路防災ドクターによる現地調査・診断の結果をお知らせします～

道路防災ドクターの診断内容

◯今回の事象の原因について

現地変状の状況から円弧すべりが発生している可能性があるが、原因を特定するためにはさらな

る調査が必要である。

○今後の対応について

変状箇所からの水の浸透を防止し、さらなる変状進行を抑制すること。

ボーリング調査や動態観測等を実施し、すべりの範囲、変状原因を把握した上で、恒久対策の検

討を行うこと。

なお、今回の診断結果については、本日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の

調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。

開放時期については、あらためてお知らせします。

※ 道路防災ドクターとは

災害時により損傷した施設等の調査・復旧方法や道路施設の機能保全に必要な対策及び管理計画等

に関する指導や助言を頂く、高度な技術や専門的知識を有する学識経験者



■被災箇所の位置

■診断の状況
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